
勤 務 地 〒070-0872 北海道旭川市春光2条8丁目1－3
旭川電気軌道バス・道北バスバス停花咲6丁目から徒歩約10分

給 与 【大学卒(30歳)】 経験年数 8年 月給 271,000 円～
【短期大学・専門学校卒(30歳)】経験年数10年 月給 254,900 円～

募 集 職 種 保育士（正職員）

応 募 資 格

諸 手 当

賞 与 年２回（夏季・年末）
※年間４.５ヵ月（2025年度実績）

昇 給 年１回（４月）

休 暇 ・年次有給休暇：採用日に10日を付与
※勤務年数に応じて付与日数が増加し、最高で20日付与

・保存休暇制度
有効期間を超えた年次有給休暇を保存・使用できる制度（最大30日まで貯めることが可能）
※育児や介護、ボランティア活動への参加などの際に使用できます

・その他の休暇
結婚休暇、忌引休暇、育児・介護等に関する法定休暇、育児休暇 など

募 集 概 要 【随時採用（中途）】

園 か ら の
メッセージ

当園は一人ひとりの子どもを大切にし、保護者や地域社会から信頼され、選ばれるこども園を目指しています。
特に5,000冊以上の絵本を常設した環境の中、子どもたちの豊かな感性を育んでいます。
四季の戸外あそびや自然体験を充実させ五感を養い、楽しさや活動意欲を引き出す保育を大切にしています。
子どもたちと共に成長したい方をお待ちしております。

旭川認定こども園 求人票

・通勤手当
・住居手当（家賃の75％、上限２万円）
・扶養家族手当
・割増手当
・都市手当 ※勤務地により異なります
・シフト勤務手当（早・遅番勤務をした際に支給） など

①大学・短期大学・専門学校を卒業されている方
②保育士資格・幼稚園教諭免許を取得していること



採用フロー

応 募 方 法

申 込 方 法 右のＱＲコードから「お申し込みフォーム」へアクセスし、
フォームに必要事項を記入のうえ、ご連絡ください。
まずは見学だけ･･･という方も大歓迎！お気軽にお越しください♪
お申し込み内容を確認後、担当者よりご連絡いたします。

お問い合わせ

福 利 厚 生

・奨学金返済助成金の支給（月額上限10,000円 × 10年間）
・社会保険完備（健康保険、厚生年金保険、雇用保険、労災保険）
・住宅支援制度（持家住宅一時金、住宅貸付金）
・社内共済制度（各種祝金等）
・インフルエンザ予防接種
・職場レクリエーション補助
・表彰制度（成績優秀者、永年勤続者）
・福利厚生サービス会社との提携（育児、介護、グルメ、ショッピング、宿泊など）
・カフェテリアプラン（選択型福利厚生制度） など

研 修 制 度 新規入会者研修、3年目研修、中堅職員研修、主任研修、海外研修、
弘済学園（児童発達支援センター）研修、交流保育 など

勤 務 時 間

自己啓発支援 資格取得支援（受験料・登録費用助成、祝金支給）、通信教育制度（約160講座）

園見学 内 定

休 日 日曜・祝日・年末年始（年間休日数112日）

お申込はこちらから！

公式HPはこちらから！

特 記 事 項 ・本業務へ従事するに当たっては、令和８年12月25日施行の学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児
童対象性暴力等の防止等のための措置に関する法律（令和６年法律第69号。以下「こども性暴力防止法」と
いいます。）に基づき、特定性犯罪の前科の有無を確認するための犯罪事実確認が必要となります。

・特定性犯罪の前科がある場合（特定性犯罪事実該当者の場合）は、こども性暴力防止法に基づき、本業務に
従事させないこと等の措置を講じる必要があるため、本法人の採用条件の一つとして、特定性犯罪の前科が
ないことを求めることとしています。

・このため、予め、採用選考過程において、誓約書や履歴書等により、特定性犯罪の前科の有無を確認いたし
ます。
※「特定性犯罪」、「特定性犯罪事実該当者」の内容は別紙参照条文をご参照ください。

6：45 ～ 19：10 の間で実働7時間30分、休憩60 分のシフト制

○ 面接
○ 実技
・ピアノ演奏
・絵本、紙芝居の
読み聞かせ
のうち１つ選択

〒 070-0872 北海道旭川市春光2条8丁目1-3 旭川認定こども園
担当： 園長 辺見 智子（へんみ ともこ）

副園長 松尾 潔 （まつお きよし）
TEL： 0166-51-0572 E-mail： tetsudou-ho@kousaikai.or.jp 
園公式HP URL： https://www.kousaikai.or.jp/sukoyaka/asahikawa/ 



 

（参照条文） 

学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童対象性暴力等の防止等のための措置に関する法律

（令和６年法律第 69号）（抄） 

（定義） 

第二条（略） 

７ この法律において「特定性犯罪」とは、次に掲げる罪をいう。 

一 刑法（明治四十年法律第四十五号）第百七十六条、第百七十七条、第百七十九条から第百八十二

条まで、第二百四十一条第一項若しくは第三項又は第二百四十三条（同項の罪に係る部分に限る。）

の罪 

二 盗犯等の防止及び処分に関する法律（昭和五年法律第九号）第四条の罪（刑法第二百四十一条第

一項の罪を犯す行為に係るものに限る。） 

三 児童福祉法第六十条第一項の罪 

四 児童買春、児童ポルノに係る行為等の規制及び処罰並びに児童の保護等に関する法律（平成十

一年法律第五十二号）第四条から第八条までの罪 

五 性的な姿態を撮影する行為等の処罰及び押収物に記録された性的な姿態の影像に係る電磁的記

録の消去等に関する法律（令和五年法律第六十七号）第二条から第六条までの罪 

六 都道府県の条例で定める罪であって、次のイからニまでに掲げる行為のいずれかを罰するもの

として政令で定めるもの 

イ みだりに人の身体の一部に接触する行為 

ロ 正当な理由がなくて、人の通常衣服で隠されている下着若しくは身体をのぞき見し、若しく

は写真機その他の機器（以下このロにおいて「写真機等」という。）を用いて撮影し、又は当該

下着若しくは身体を撮影する目的で写真機等を差し向け、若しくは設置する行為 

ハ みだりに卑わいな言動をする行為（イ又はロに掲げるものを除く。） 

ニ 児童と性交し、又は児童に対しわいせつな行為をする行為 

８ この法律において「特定性犯罪事実該当者」とは、次の各号のいずれかに該当する者をいう。 

一 特定性犯罪について拘禁刑を言い渡す裁判が確定した者（その刑の全部の執行猶予の言渡しを

受けた者（当該執行猶予の言渡しが取り消された者を除く。次号において「執行猶予者」という。）

を除く。）であって、その刑の執行を終わり、又は執行を受けることがなくなった日から起算して

二十年を経過しないもの 

二 特定性犯罪について拘禁刑を言い渡す裁判が確定した者のうち執行猶予者であって、当該裁判

が確定した日から起算して十年を経過しないもの 

三 特定性犯罪について罰金を言い渡す裁判が確定した者であって、その刑の執行を終わり、又は

執行を受けることがなくなった日から起算して十年を経過しないもの 

附 則 

（改正前の刑法に規定する罪についてのこの法律の適用関係） 

第二条 第二条第七項（第一号に係る部分に限る。）の規定の適用については、次に掲げる罪は、同号

に掲げる罪とみなす。 

一 刑法の一部を改正する法律（平成二十九年法律第七十二号。次項において「刑法一部改正法」と



 

いう。）による改正前の刑法第百七十八条の二、第百八十一条第三項若しくは第二百四十一条の罪

又はこれらの罪の未遂罪 

二 刑法及び刑事訴訟法の一部を改正する法律（令和五年法律第六十六号）第一条の規定による改

正前の刑法第百七十六条から第百七十八条までの罪又はこれらの罪の未遂罪 

２ 第二条第七項（第二号に係る部分に限る。）の規定の適用については、刑法一部改正法附則第三条

の規定による改正前の盗犯等の防止及び処分に関する法律第四条の罪（刑法一部改正法による改正

前の刑法第二百四十一条前段の罪又はその未遂罪を犯す行為に係るものに限る。）は、同号に掲げる

罪とみなす。 

（懲役を言い渡す裁判についてのこの法律の適用関係） 

第三条 第二条第八項（第一号及び第二号に係る部分に限る。）及び第三十四条第二項（第一号並びに

第二号ロ及びホに係る部分に限る。）の規定の適用については、刑法等の一部を改正する法律（令和

四年法律第六十七号）第二条の規定による改正前の刑法第十二条に規定する懲役又はその全部の執

行猶予を言い渡す裁判は、拘禁刑又はその全部の執行猶予を言い渡す裁判とみなす。 

 

※第２条第７項第６号の罪は、学校設置者等及び民間教育保育等事業者による児童対象性暴力等の防止

等のための措置に関する法律施行令（令和７年政令第 440号）（抄）第２条及び附則第２項に掲げる

条例（各都道府県のいわゆる迷惑防止条例及び青少年健全育成条例）で定める又は定められていた罪

であって、同号イからニまでに掲げる行為のいずれかを罰するものをいう。 
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